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◀栽培履歴を確認する参加者

袋
や
バ
ン
カ
ー
シ
ー

ト
、防
除
な
ど
を
お
互

い
意
見
を
交
え
な
が
ら

協
議
し
ま
し
た
。令
和

６
年
度
は
高
温
障
害
や

病
害
虫
な
ど
に
悩
ま
さ

れ
ま
し
た
。特
に
梨
の

「
新
高
」「
王
秋
」は
み
つ

症
や
コ
ル
ク
症
状
な
ど

が
多
発
。ロ
ス
果
が
大

き
な
問
題
と
な
り
ま

し
た
。桃
も
同
様
に
夏

季
高
温
下
で
の
障
害
果

や
多
雨
な
ど
に
よ
る
灰

星
病
発
生
の
増
加
な
ど

様
々
な
影
響
を
受
け
ま

し
た
。

　

県
西
部
農
業
事
務
所

の
斎
藤
技
師
は
、今
後

の
気
象
予
報
を
確
認
し

な
が
ら「
今
年
も
平
年

に
比
べ
高
温
の
見
込

み
。開
花
が
早
ま
る
可

能
性
が
高
い
た
め
春
先

の
防
除
や
摘
蕾
な
ど
の

作
業
が
遅
れ
な
い
よ
う

に
注
意
し
て
ほ
し
い
。」

と
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

留
馬
総
合

選
果
場
梨

部
と
桃
部
は
１
月
30

日
、西
部
営
農
セ
ン

タ
ー
で
合
同
の
栽
培

検
討
会
を
開
き
ま
し

た
。両
部
員
15
人
と

各
関
係
機
関
の
担
当

者
ら
が
出
席
。果
樹

久留馬
総合選果場
梨部桃部
合同栽培検討会

第28回
群馬県
きのこ品評会

る
な
梅
女
性

部
は
２
月
５

日
、
西
部
営
農
セ
ン

タ
ー
２
階
で
「
第
38
回

通
常
総
会
」
を
行
い
ま

し
た
。

部
員
36
人
が
出
席

し
、
令
和
６
年
度
の
事

業
報
告
と
収
支
決
算
承

認
、
令
和
７
年
度
の
活

動
計
画
と
予
算

案
の
計
２
議
案

を
承
認
し
ま
し

た
。
中
曽
根
利

恵
部
長
は
「
皆

様
の
協
力
を
お

願
い
し
て
活
動

に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
」
と

あ
い
さ
つ
し
ま

し
た
。

　

は
る
な
梅
女

月
４
・
５
日
の

両
日
、
前
橋

市
の
県
庁
１
階
県
民

ホ
ー
ル
で
「
第
28
回
群

馬
県
き
の
こ
品
評
会
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

生
し
い
た
け
や
ま
い
た

け
、
な
め
こ
な
ど
８
部

門
合
わ
せ
て
１
８
２
点

が
出
品
。
県
内
の
き
の

こ
生
産
者
が
丹
精
込
め

て
栽
培
し
た
自
信
作
が

会
場
に
並
び
ま
し
た
。

４
日
に
審
査
が
行
わ

れ
、
結
果
は
ぐ
く
み
管

内
か
ら
は
「
生
し
い
た

け
の
部
」
で
９
人
、「
な

め
こ
の
部
」
で
１
人
が

入
賞
し
ま
し
た
。

５
日
の
表
彰
式
後
に

は
、
出
品
物
の
物
販
や

き
の
こ
料
理
の
試
食
な

性
部
は
榛
名
地
域
の

女
性
梅
農
家
で
構
成

さ
れ
る
組
織
。梅
マ

ラ
ソ
ン
や
榛
名
山
ヒ

ル
ク
ラ
イ
ム
な
ど
、

榛
名
地
域
の
行
事
へ

積
極
的
に
参
加
し
梅

製
品
の
販
促
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し

て
い
ま
す
。ま
た
、昨

年
の
９
月
に
は
高
崎

市
内
の
小
学
校
へ
出

向
き「
梅
ジ
ャ
ム
づ
く

り
体
験
教
室
」を
実

施
。児
童
た
ち
に
好

評
を
博
し
ま
し
た
。

ど
を
実
施
。
会
場
内
は
来
場
者
で

賑
わ
い
ま
し
た
。

は
ぐ
く
み
管
内
の
入
賞
者
は
次

の
通
り
で
す
。（
敬
称
略
）

【
生
し
い
た
け
の
部
】

金
賞　
　

丸
岡　

隆
典

　
　
　
　

丸
岡　

弘
明

　
　
　
　

丸
岡　

祐
介

　
　
　
　

栁　
　

敦
志

銀
賞　
　

丸
岡　

陽
真

　
　
　
　

丸
岡
喜
代
子

銅
賞　
　

後
藤　
　

孝

　
　
　
　

佐
川　

太
一

　
　
　
　

丸
岡　

俊
之

【
な
め
こ
の
部
】

金
賞　
　

野
口　

陽
子

は

２
▲挨拶をする中曽根利惠部長

▲出品された丸岡弘明さんの生しいたけ

久

第38回
はるな梅
女性部
通常総会

2JAはぐくみ



はぐくみNEWS

小・中学校へ
交通安全資材
配布
地域の安全願い

Ａ
は
ぐ
く
み

は
、
２
月
18

日
、
竹
内
敏
夫

理
事
長
ら
が
高

崎
市
立
国
府
小

学
校
を
訪
れ
、

毒
島
敏
尋
校
長

に
ラ
ン
ド
セ
ル

カ
バ
ー
を
手
渡

し
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
共
済
の

地
域
貢
献
活
動

の
一
環
と
し
て

小
学
一
年
生

に
は
ラ
ン
ド
セ
ル
カ

バ
ー
、
中
学
一
年
生
に

は
自
転
車
用
の
反
射
材

な
ど
の
配
布
を
毎
年

行
っ
て
い
ま
す
。
今
年

度
は
４
月
に
入
学
予
定

の
管
内
の
小
・
中
学
校

と
特
別
支
援
学
校
の
計

24
校
、
１
４
９
５
人

を
対
象
に
資
材
を
配

り
ま
し
た
。

竹
内
理
事
長
は

「
子
ど
も
た
ち
の
未

来
の
た
め
に
も
、
安

全
・
安
心
な
地
域
を

目
指
し
て
Ｊ
Ａ
で
で

き
る
活
動
を
続
け
て

い
き
た
い
。」
と
語

り
ま
し
た
。

▲ランドセルカバーを手渡す竹内理事長

さ
と
梅
部
会

は
２
月
６
日
、

Ｊ
Ａ
は
ぐ
く
み
み
さ
と

ホ
ー
ル
で
通
常
総
会
と

栽
培
講
習
会
を
開
き

ま
し
た
。
部
員
75
人

と
全
農
ぐ
ん
ま
や
高

崎
市
役
所
な
ど
の
各

関
係
機
関
担
当
者
が

出
席
。
通
常
総
会
で

は
初
め
に
中
里
明
義

部
会
長
は
「
今
年
も

皆
さ
ん
と
よ
り
良
い

梅
づ
く
り
を
し
て
い

き
た
い
」
と
あ
い
さ

つ
。
令
和
６
年
度
の

事
業
報
告
や
収
支
決

算
な
ど
全
３
議
案
を

承
認
し
ま
し
た
。

続
い
て
行
わ
れ
た

梅
の
栽
培
講
習
会
で

は
、
県
西
部
農
業
事

務
所
の
担
当
者
か
ら
病
害
虫

防
除
に
つ
い
て
説
明
。
か
い

よ
う
病
や
黒
星
病
な
ど
は
特

に
注
意
す
る
よ
う
促
し
ま
し

た
。
ま
た
、
近
年
被
害
が
増

加
し
て
い
る
ク
ビ
ア
カ
ツ
ヤ

カ
ミ
キ
リ
や
モ
モ
ヒ
メ
ヨ
コ

バ
イ
の
対
策
も
共
有
し
、
被

害
を
最
小
限
に
食
い
止
め
ら

れ
る
よ
う
確
認
し
ま
し
た
。▲挨拶をする中里明義部会長

◀対談する富岡市長㊧と
　竹内理事長

事
長
・
組
合
長
は
２
月
６

日
、高
崎
市
役
所
を
訪
問
し

富
岡
賢
治
市
長
と
対
談
を
行

い
ま
し
た
。高
崎
市
農
政
部

の
職
員
を
交
え
、管
内
の
農

業
に
関
す
る
現
状
報
告
や
情

報
提
供
、次
世
代
の
農
業
の

発
展
に
向
け
て
の
意
見
交
換

を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
農
業
関
連
施
設
の

老
朽
化
や
農
地
の
再
生
計
画

な
ど
、
Ｊ
Ａ
だ
け
で
は
是
正

が
困
難
な
課
題
の
抜
本
的
解

決
に
向
け
て
市
へ
の
協
力
を

依
頼
。
特
に
農
業
施
設
の
老

朽
化
は
農
産
物
の
集
出
荷
に

大
き
く
影
響
が
で
る
た
め
早

急
な
対
応
の
重
要
性
を
示
し

ま
し
た
。

富
岡
賢
治
市
長
は
最
後
に

「
高
崎
市
と
し
て
も
農
業
振

興
へ
の
取
組
は
と
て
も
重
要

視
し
て
い
る
。
今
回
の
対
談

を
参
考
に
10
年
後
20
年
後
に

市
の
農
業
を
盛
り
上
げ
て
い

け
る
よ
う
最
善
を
尽
く
し
た

い
」
と
熱
意
を
込
め
て
語
り

ま
し
た
。

ぐ
く
み
、た

か
さ
き
、た

の
ふ
じ
の
３
Ｊ
Ａ
理

３ＪＡ役員
高崎市長へ
挨拶
次世代の農業へ
向けて意見交換

み

Ｊ

は

みさと梅部会
通常総会
ウメの
病害虫防除徹底
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　令和７年度の支部長さんが決ま
りましたのでご紹介します。
　ＪＡと組合員のパイプ役として
一年間ご尽力いただきます。皆さ
まの温かいご支援・ご協力をお願
いいたします。

新支部長さん
紹　介
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ま
り
次
第
、追
っ
て
ご
紹
介
い

た
し
ま
す
。

5 JAはぐくみ
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榛名支店 ☎374-0039　倉渕支店 ☎378-3407
群馬支店 ☎373-2355

7 JAはぐくみ



脳
ト
レ
！  

手
足
の
体
操

知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
た
ま
っ
て
い

る
の
が
疲
れ
で
す
。
頑
張
り
屋
さ
ん
ほ
ど

心
身
を
い
た
わ
る
時
間
を
取
る
こ
と
を
忘

れ
が
ち
。
今
回
は
、
そ
の
日
の
疲
れ
は
そ

の
日
の
う
ち
に
取
り
、
良
質
な
睡
眠
へ
と

導
く
体
操
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

寝
付
き
が
悪
い
と
き
は
、
就
寝
前
に
手

足
の
血
行
を
促
進
し
て
温
め
る
と
安
眠
を

誘
う
よ
う
で
す
。
指
先
包
み
の
体
操
に
足

指
の
動
き
を
加
え
て
、
全
身
の
血
行
を
促

進
さ
せ
ま
す
。
こ
れ
に
つ
ぼ
刺
激
を
組
み

合
わ
せ
て
疲
れ
を
さ
ら
に
癒
や
し
ま
す
。

手
足
が
温
ま
り
、
気
持
ち
良
い
と
思
う
程

度
に
繰
り
返
し
ま
し
ょ
う
。

疲
れ
を
取
る
体
操
で
熟
睡
へ 健

康
生
活
研
究
所
所
長
●
堤　

喜
久
雄

（1）手のひらを合わせて上下
にこすります。右手を上にずら
したところで、右手の指先を
曲げて、左手の指先を包み込
むように握ります。同時に、右
足の指を曲げます。

（2）右手の指先を伸ばし、手
のひらをこすっていき、左手
を上にずらします。このとき、
左手の指先を曲げ、右手の
指先を包み込むように握りま
す。同時に、右足の指を伸ば
し左足の指を曲げます。

（応用）ゴルフボールやク
ルミを用意し、足を動か
しながら、足の裏で転が
せばつぼ押し効果も期
待できます。

指先包みと足指体操

お問い合わせはお近くの事業所まで
西部営農センター　☎374-0256　　　くらぶち事業所　☎378-3110
東部営農センター　☎371-2235

8JAはぐくみ



9

シェフ永井のおすすめシェフ永井のおすすめ

❶アジを３枚におろし、塩を強めに振り５分置き、水洗いして水気を拭き取り、
酢洗いにする。甘長トウガラシは種を抜き、輪切りにする。たくあんは細切り
にする。

❷白キムチは汁ごとミキサーにかけ、ピューレ状にする。

❸皿に②の白キムチを敷き、①のアジを切って盛り付け、甘長トウガラシ、たく
あんをのせ、白キムチの残り汁を上からかけ、ディルを飾り出来上がり。

材 料 （４人分）

アジ（刺し身用）････････････････ 1尾

酢････････････････････････････････ 適宜

甘長トウガラシ（赤・青）････ 各1本

たくあん（しょうゆ漬け）･････適宜

白キムチ ･･････････････････････ 100g

塩････････････････････････････････ 適宜

ディル･･･････････････････････････ 適宜

「アジのマリネ」

永井智一（ながい・ともかず）　茨城県笠間市にある「天晴（旧キッチン晴人）」オーナーシェフ

作り方

作り方

❶ホタテ貝柱とマイタケは塩を振り、焼き網で両面を焼いて半分に切る。

❷木綿豆腐と昆布だしをミキサーにかけ、ピューレ状にして塩で味を調える。

❸皿に②のピューレを流し入れ、①のホタテ貝柱を中心に置き、上にマイタケ
をのせ、リンゴ、松の実、パクチーを散らし、麻辣油をかけ出来上がり。

材 料 （２人分）

ホタテ貝柱･･････････････････････ 2個

マイタケ･･････････････････1/2パック

塩････････････････････････････････ 少々

木綿豆腐････････････････････････ 1丁

昆布だし ･････････････････････100ml

リンゴ（さいの目切り）･･････1/4個

松の実（素揚げ）･･････････････ 適宜

パクチー（みじん切り）･･･････ 適宜

麻辣油（マーラーユ）･････････ 少々

「豆腐の冷製スープ」

最終回

JAはぐくみ



西部農業事務所 農畜産課
Agriculture

第

回

お問い合わせはこちらまで… 027-322-0539

274

農
作
業
事
故
防
止
の

ポ
イ
ン
ト

◆
作
業
を
始
め
る
前
に

①�

農
業
機
械
の
取
扱
説
明
書
を
必
ず
読
み

ま
し
ょ
う
。
最
新
の
農
業
機
械
は
機
能

が
充
実
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
操
作
が

難
し
く
な
っ
て
い
る
場
合
も
あ
り
ま

す
。
取
扱
説
明
書
を
読
み
、
機
械
の
特

性
や
機
能
を
十
分
に
理
解
し
て
使
用
し

業
事
故
は
『
最
大
の
経
営
リ
ス
ク
』
と
い

え
ま
す
。

『
あ
な
た
が
無
事
で
い
て
ほ
し
い
』
と

い
う
思
い
か
ら
、
農
作
業
事
故
の
対
策
ポ

イ
ン
ト
を
紹
介
し
ま
す
。

ま
し
ょ
う
。

②�

フ
ー
ド
や
紐
が
な
く
、
袖
口
を
締
め
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
作
業
に
適
し
た

服
装
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。
機
械
へ
の

衣
類
の
巻
き
込
ま
れ
は
、
重
大
事
故
に

つ
な
が
り
ま
す
。
ま
た
、
使
用
す
る
機

械
に
よ
っ
て
は
、
ゴ
ー
グ
ル
な
ど
の
保

護
具
の
着
用
も
必
要
で
す
。

③�

行
き
先
や
作
業
内
容
、
帰
宅
時
間
は
家

族
に
伝
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
帰
宅
時

間
を
伝
え
て
お
く
こ
と
で
、
万
が
一
の

事
故
の
場
合
に
は
、
早
期
発
見
に
つ
な

げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆
周
囲
の
危
険
箇
所
・
安
全
を
確
認

①�

農
業
機
械
を
使
用
す
る
際
は
、
用
水
路

や
急
斜
面
、
草
の
茂
っ
た
場
所
、
路
肩

の
軟
弱
箇
所
な
ど
、
転
落
・
転
倒
の
可

能
性
が
あ
る
危
険
箇
所
を
事
前
に
確
認

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

②�

農
業
機
械
の
エ
ン
ジ
ン
始
動
や
発
進
、

後
退
、
旋
回
、
ク
ラ
ッ
チ
操
作
な
ど
を

行
う
場
合
は
、
樹
木
や
柱
、
補
助
者
と

の
十
分
な
ス
ペ
ー
ス
が
確
保
さ
れ
て
い

る
か
、
周
囲
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
夜
間
に
作
業
を
行
う
場
合
は
、
十

分
な
照
明
と
安
全
管
理
が
必
要
で
す
。

夜
間
の
作
業
は
日
中
に
比
べ
て
疲
労
が

蓄
積
し
や
す
い
た
め
、
適
宜
休
憩
を
取

り
ま
し
ょ
う
。

全
国
で
発
生
す
る
農
作
業
に
よ
る
死
亡

事
故
は
、
年
間
３
０
０
件
程
度
発
生
し
て

い
ま
す
。
10
万
人
当
た
り
の
死
亡
事
故
件

数
で
み
る
と
、
全
産
業
平
均
の
13
倍
、
建

設
業
の
お
よ
そ
２
倍
で
す
。（
図
１
）

農
作
業
事
故
は
、
本
人
は
も
と
よ
り
他

者
に
も
け
が
を
負
わ
せ
る
場
合
が
あ
り
、

心
身
と
も
に
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
る

こ
と
に
も
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
自
身
の

農
業
経
営
・
地
域
農
業
へ
マ
イ
ナ
ス
の
影

響
を
及
ぼ
す
こ
と
に
な
り
か
ね
ず
、
農
作

◆�

主
要
事
故
の
留
意
点

⃝
�

ト
ラ
ク
タ
ー
に
よ
る
転
落
・
転
倒
の
事

故
防
止

①�

移
動
や
道
路
走
行
時
は
、
必
ず
左
右
の

ブ
レ
ー
キ
ペ
ダ
ル
を
連
結
し
ま
し
ょ

う
。
片
ブ
レ
ー
キ
で
は
、
急
旋
回
に
よ

る
転
倒
や
交
通
事
故
を
起
こ
す
恐
れ
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
ほ
場
以
外
で
は
前

輪
倍
速
装
置
や
デ
フ
ロ
ッ
ク
、
４
輪
駆

動
な
ど
も
解
除
し
ま
す
。

②�

ト
ラ
ク
タ
ー
は
安
全
フ
レ
ー
ム
、
安
全

キ
ャ
ブ
が
装
着
さ
れ
た
も
の
を
使
用

し
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の

着
用
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。
ト
ラ
ク
タ

ー
死
亡
事
故
の
最
大
の
要
因
は
転
落
・

転
倒
に
よ
る
圧
迫
死
で
す
。
安
全
フ
レ

ー
ム
・
安
全
キ
ャ
ブ
の
装
着
と
シ
ー
ト

ベ
ル
ト
の
着
用
を
合
わ
せ
る
こ
と
で
初

め
て
十
分
な
効
果
を
発
揮
し
ま
す
。
交

図１：10万人あたりの死亡事故推移
出典：農林水産省ホームページより

出典：株式会社クボタのホームページより

図２：道路走行時の左右ブレーキ連結
出典：農研機構ホームページより
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あなたも
チャレンジ！
あなたも
チャレンジ！

家庭菜園家庭菜園

園芸研究家●成松次郎

生
育
適
温
は
25
～
30
℃
と
高
く
、

一
方
で
低
温
に
弱
い
た
め
、
霜
で
葉

が
す
ぐ
に
傷
ん
で
し
ま
い
ま
す
。
畑

の
乾
燥
に
極
め
て
弱
く
、
一
度
し
お

れ
る
と
回
復
が
遅
く
、
ま
た
芋
の
肥

大
中
に
乾
燥
す
る
と
、
芋
に
ひ
び
割

れ
が
生
じ
ま
す
。
畑
は
耕
土
が
深

く
、
適
度
に
水
持
ち
し
、
か
つ
水
は

け
が
大
切
で
す
。

［
品
種
］
種
芋
か
ら
出
た
葉
は
、
数

枚
重
な
っ
て
太
い
葉
の
束
（
葉
柄
・

ず
い
き
）
を
成
し
、
こ
の
元
が
膨
ら

ん
で
親
芋
と
な
り
ま
す
。
親
芋
用
の

品
種
で
あ
る「
赤
芽
」「
八
ツ
頭
」「
セ

レ
ベ
ス
」
は
主
に
こ
の
親
芋
を
食
べ

ま
す
。
親
芋
の
脇
に
側
芽
が
発
達
し

て
、肥
大
し
て
子
芋
が
付
き
ま
す（
図

１
）。
子
芋
用
品
種
に
は
「
石
川
早
生
」「
土ど

垂た
れ

」
な
ど
が
あ
り
ま
す
。「
八
ツ
頭
」
の
葉

柄
は
え
ぐ
み
が
少
な
い
の
で
、
食
用
に
な
り

ま
す
。

［
畑
の
準
備
］
連
作
を
嫌
う
た
め
、
同
じ
畑

で
３
、４
年
は
作
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
す
。

１
平
方
㍍
当
た
り
苦
土
石
灰
１
０
０
㌘
を
早

め
に
全
面
に
散
布
し
、畝
幅
90
㌢
程
度
と
し
、

深
さ
20
㌢
の
溝
を
掘
り
ま
す
。
元
肥
は
、
溝

１
㍍
当
た
り
化
成
肥
料
（
Ｎ
Ｐ
Ｋ
各
成
分
10

％
）１
０
０
㌘
、堆
肥
２
㌕
を
施
し
ま
す（
図

２
）。
肥
料
を
ま
い
た
後
、
５
㌢
程
度
に
土

を
か
け
て
お
き
ま
す
。

［
植
え
付
け
］
中
間
地
で
は
地
温
が
上
が
っ

て
く
る
４
月
中
旬
ご
ろ
か
ら
植
え
付
け
が
で

き
ま
す
。
地
上
に
芽
を
出
す
ま
で
に
１
カ
月

か
か
る
の
で
、
暖
か
い
場
所
で
コ
ン
テ
ナ
に

仮
植
え
し
、
芽
出
し
し
て
か
ら
菜
園
に
植
え

込
む
と
良
い
で
し
ょ
う
。
種
芋
は
芽
を
上
に

向
け
、
株
間
30
～
40
㌢
と
し
、
土
を
10
㌢
程

度
か
け
ま
す
（
図
３
）。

［
追
肥
・
土
寄
せ
］
土
寄
せ
は
芋
の
肥
大
に

関
係
し
、
一
度
に
多
く
の
土
寄
せ
を
す
る
と

子
芋
の
数
が
少
な
く
、
か
ぎ
形
の
芋
に
な
り

や
す
く
な
り
ま
す
。
土
寄
せ
が
少
な
い
と
子

芋
の
肥
大
が
悪
く
な
り
、
子
芋
が
地
上
に
顔

を
出
し
、
芋
が
緑
化
し
て
し
ま
い
ま
す
。
１

回
目
は
５
、６
葉
の
と
き
に
、
株
の
周
り
に

１
株
当
た
り
化
成
肥
料
10
㌘
く
ら
い
を
追
肥

し
、
高
さ
５
㌢
程
度
土
寄
せ
し
ま
す
。
２
回

目
は
半
月
後
、
さ
ら
に
３
回
目
は
そ
の
半
月

後
に
同
様
に
追
肥
し
、
高
さ
５
㌢
程
度
土
寄

せ
し
ま
す
（
図
４
）。

［
灌か

ん

水す
い

］
野
菜
の
中
で
最
も
乾
燥
に
弱
い
の

で
、
真
夏
の
干
ば
つ
に
は
毎
日
た
っ
ぷ
り
与

え
ま
す
。
時
に
は
畝
間
の
両
端
を
せ
き
止
め

て
、
水
が
た
ま
る
よ
う
に
灌
水
で
き
る
と
良

い
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
敷
き
わ
ら
な
ど
で
土

の
乾
燥
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

［
収
穫
］「
石
川
早
生
」
の
よ
う
な
早
生
品
種

で
は
、
早
掘
り
し
て
お
盆
の
と
き
の
お
供
え

物
や
「
衣き

ぬ

か
つ
ぎ
」
と
し
て
小
さ
い
芋
を
楽

し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。「
土
垂
」
や
「
八

ツ
頭
」
な
ど
の
中
晩
生
品
種
は
10
月
ご
ろ
か

ら
収
穫
で
き
ま
す
が
、
霜
の
降
る
ま
で
芋
は

肥
大
し
ま
す
。

サトイモ
土寄せと灌水で
芋を大きく

通
事
故
の
統
計
で
は
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

の
着
用
が
無
い
場
合
、
事
故
死
亡
率
は

約
８
倍
に
増
加
す
る
こ
と
が
報
告
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
『
あ
な
た
が
無
事
で
い
て
ほ
し
い
』
と

願
う
家
族
と
自
分
自
身
の
た
め
に
、
日
頃

か
ら
農
作
業
事
故
の
防
止
に
努
め
る
よ
う

心
が
け
ま
し
ょ
う
。

◆
ト
ピ
ッ
ク
ス
◆

『
ト
ラ
ク
タ
ー
盗
難
が
多
発
し
て
い
ま
す
』

【
盗
難
事
例
】

⃝
��

エ
ン
ジ
ン
キ
ー
を
付
け
た
ま
ま
で
の
盗

難
。

⃝
�

ほ
場
に
置
い
て
あ
る
ト
ラ
ク
タ
ー
の
盗

難
が
多
い
も
の
の
、
倉
庫
内
か
ら
の
盗

難
も
あ
り
ま
す
。

【
対
策
】

⑴
エ
ン
ジ
ン���

キ
ー
を
必
ず
抜
く

⑵�

ハ
ン
ド
ル
ロ
ッ
ク
な
ど
物
理
的
な
盗
難

防
止
対
策
の
実
施

⑶�

夜
間
は
ほ
場
へ
置
い
た
ま
ま
に
せ
ず
、

シ
ャ
ッ
タ
ー
扉
の
あ
る
倉
庫
に
保
管

⑷�

セ
ン
サ
ー
ラ
イ
ト
や
防
犯
カ
メ
ラ
、
警

報
ブ
ザ
ー
な
ど
の
設
置

※
万
が
一
に
備
え
て
労
災
保
険
の
特
別
加

入
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

（
西
部
農
業
事
務
所　

農
畜
産
課

農
畜
産
指
導
係　

小
澤　

蓮
晟
）
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箕
郷
梅
林
は
ぐ
ん
ま
三
大
梅

林
の
一
つ
。
関
東
平
野
を
一
望

す
る
丘
陵
約
３
０
０
㌶
に
約

10
万
本
の
梅
が
植
え
ら
れ
て
お

り
、
桜
よ
り
一
足
早
く
梅
の
花

見
で
賑
わ
い
ま
す
。
箕
郷
の
梅

生
産
者
は
「
今
年
は
寒
波
の
影

響
で
開
花
が
遅
れ
て
お
り
、
３

月
中
ご
ろ
ピ
ー
ク
の
見
込
み
。

開
花
時
期
の
近
い
カ
ワ
ヅ
ザ
ク

ラ
と
の
共
演
も
楽
し
ん
で
ほ
し

い
。」
と
話
し
ま
し
た
。

はぐくみNEWS

◀24年の栽培状況を
　振り返る参加者

年
度
事
業
報
告

及
び
収
支
決
算

の
件
な
ど
全
３

議
案
を
承
認
し

ま
し
た
。
中

島
邦
夫
会
長

は
「
ブ
ラ
ン
ド

力
向
上
の
た
め

今
年
度
も
皆
さ

ん
力
を
合
わ
せ

て
高
品
質
な
茄

子
を
出
荷
出
来

る
よ
う
頑
張
ろ

う
」
と
あ
い
さ

つ
し
ま
し
た
。

総
会
終
了

後
、
県
西
部
農

業
事
務
所
担
い

手
・
園
芸
課
の

担
当
者
を
講
師

に
招
き
、
栽
培

講
習
会
も
合
わ

せ
て
行
い
ま
し

た
。
参
加
者
は

積
極
的
に
質

問
し
、
情
報
の

共
有
を
し
ま
し

た
。

Ａ
は
ぐ
く

み
茄
子
生

産
者
連
絡
協
議
会
は

18
日
、
通
常
総
会
を

開
き
ま
し
た
。
部
会

員
48
人
が
出
席
。
24

茄子生産者連絡
協 議 会 総 会・
栽培講習会
25年も
収量増加へ

地場産協議会
通常総会
会長に
後閑章さん

Ａ
は
ぐ
く
み

地
場
産
協
議

会
は
26
日
、
本
店
で
令

和
６
年
度
の
通
常
総
会

を
開
き
ま
し
た
。

会
員
28
名
が
出
席

し
、
令
和
６
年
度
事
業

報
告
並
び
に
収
支
決
算

な
ど
全
５
議
案
を
承
認

し
ま
し
た
。

ま
た
、
役
員
改
選
も

行
わ
れ
会
長
に
後
閑
章

さ
ん
が
就
任
し
ま
し

た
。後

閑
章
さ
ん
は
「
会

員
皆
様
の
収
益
が
上
が

る
よ
う
が
ん
ば
り
た

い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま

し
た
。

Ｊ
Ａ
は
ぐ
く
み
地
場

産
協
議
会
で
は
、
生
産

者
間
の
連
携
強
化
や
情

報
の
共
有
で
経
済
的
安
定
な
ど

を
図
る
こ
と
を
目
的
に
設
立
さ

れ
ま
し
た
。
令
和
７
年
度
も
残

留
農
薬
や
放
射
性
物
質
測
定
検

査
な
ど
、
安
全
安
心
な
農
産
物

を
消
費
者
へ
届
け
ら
れ
る
よ
う

尽
力
し
ま
す
。

新
役
員
名
簿
は
次
の
通
り
で

す
。（
敬
称
略
）

会　
長　
　

後
閑　
　

章

副
会
長　
　

松
本　

敦
史

会　
計　
　

黛　
　

君
子

監　
事　
　

吉
田
里
恵
子

監　
事　
　

森
田　

智
洋

Ｊ

▲就任のあいさつをする後閑章さん（左）と新役員ら

▲梅ジュースで乾杯する梅まつり関係者

Ｊ

さ
と
梅
ま
つ
り

実
行
委
員
会

は
２
月
23
日
、高
崎
市

の
箕
郷
梅
林
で「
豊
作
・

安
全
祈
願
祭
」と「
第

38
回
み
さ
と
梅
ま
つ
り

開
会
式
」を
開

き
ま
し
た
。蟹

沢
と
善
地
の

各
会
場
で
行
わ

れ
、高
崎
市
や

県
議
、
市
議
、

Ｊ
Ａ
は
ぐ
く
み

関
係
者
ら
が
出

席
。イ
ベ
ン
ト
の

成
功
と
梅
産
業

の
さ
ら
な
る
発

展
を
祈
念
し
、

Ｊ
Ａ
は
ぐ
く
み

特
産
品
の
梅

ジ
ュ
ー
ス
で
乾

杯
し
ま
し
た
。

み 梅林に
春の訪れ
みさと梅まつり
開会式

12JAはぐくみ



金
額
に
つ
い
て
所
得
控
除
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
を
社
会
保
険
料
控

除
と
い
い
ま
す
。
対
象
と
な
る
の
は
、
例

え
ば
健
康
保
険
、
国
民
年
金
、
厚
生
年
金

保
険
、
船
員
保
険
等
の
保
険
料
で
す
。

控
除
で
き
る
金
額
は
、
そ
の
年
に
実
際

に
支
払
っ
た
金
額
、
ま
た
は
給
与
や
公
的

年
金
か
ら
差
し
引
か
れ
た
金
額
の
全
額
で

す
。
過
去
の
社
会
保
険
料
を
ま
と
め
て
支

払
っ
た
場
合
に
は
、
全
額
支
払
っ
た
年
の

社
会
保
険
料
控
除
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

国
民
年
金
保
険
料
は
最
大
２
年
分
を
前
納

で
き
ま
す
。
こ
ち
ら
は
前
納
分
を
ま
と
め

て
支
払
っ
た
年
の
社
会
保
険
料
控
除
に
す

る
方
法
と
、
各
年
分
の
保
険
料
に
按あ

ん

分ぶ
ん

し

て
控
除
す
る
方
法
が
あ
り
選
べ
ま
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
で
は
、
原
則
と

し
て
、
年
金
か
ら
天
引
き
（
特
別
徴
収
）

に
よ
り
保
険
料
が
徴
収
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
場
合
に
は
、
そ
の
保
険
料
を
支
払
っ

た
方
は
年
金
の
受
給
者
本
人
で
あ
る
た

め
、
そ
の
年
金
の
受
給
者
に
社
会
保
険
料

控
除
が
適
用
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
市
区
町

村
等
へ
一
定
の
手
続
き
を
行
う
こ
と
に
よ

り
、
年
金
か
ら
の
特
別
徴
収
に
代
え
て
、

納
付
書
や
口
座
振
替
（
普
通
徴
収
）
に
よ

り
保
険
料
を
支
払
う
こ
と
が
選
択
で
き
ま

す
。
こ
の
場
合
に
は
、
口
座
名
義
人
（
被

保
険
者
ま
た
は
被
保
険
者
と
生
計
を
一
に

す
る
配
偶
者
そ
の
他
の
親
族
に
限
る
）
に

社
会
保
険
料
控
除
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

似
て
い
る
も
の
に
介
護
保
険
料
が
あ
り

ま
す
。
介
護
保
険
料
も
、
65
歳
以
上
で
年

金
を
受
給
し
て
い
る
方
は
、
年
金
か
ら
の

特
別
徴
収
に
よ
り
納
付
し
ま
す
。
し
か

し
、
年
金
を
繰
り
下
げ
受
給
し
た
方
や
、

年
金
額
が
年
18
万
円
未
満
の
方
は
納
付
書

や
口
座
振
替
に
よ
る
普
通
徴
収
に
よ
り
納

付
し
ま
す
。
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
と

の
最
大
の
違
い
は
、
年
金
か
ら
特
別
徴
収

さ
れ
て
い
る
保
険
料
を
、
普
通
徴
収
へ
変

更
で
き
な
い
点
で
す
。
こ
の
場
合
は
、
本

人
以
外
の
方
の
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象

に
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

正解者の中から抽選で
３名様に、粗品をプレゼント!

   二重マスの文字をＡ～Ｄの順に並べてできる言葉は何でしょうか？

①
３
月
14
日
は

─
デ
ー
。
バ
レ
ン

タ
イ
ン
デ
ー
の
お
返
し
を
渡
す
の

に
よ
い
日
で
す

②
お
手
洗
い
と
も
い
い
ま
す

③
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
セ
ッ
タ
ー
が
上

げ
る
も
の

④
梅
は
咲
い
た
か
、

─
は
ま
だ
か

い
な

⑤
日
本
一
長
い
も
の
は
３
６
７
km
あ

り
ま
す

⑦
イ
ソ
ッ
プ

─　
源
氏

─

⑨
失
敗
は
成
功
の

─

⑪
水
戸
、
尾
張
に
並
ぶ
徳
川
御
三
家

⑫
羽
ば
た
い
て
飛
べ
る
ほ
乳
類

⑬
漢
字
で
は
「
梭
子
魚
」
な
ど
と
書

く
魚

⑮
草
餅
に
よ
く
使
わ
れ
る
植
物

⑯
お
彼
岸
に
参
る
人
も
多
い
と
こ
ろ

⑰
弾
力
が
あ
る
、
噛
ん
で
食
べ
る
菓

子
➡
ヨ
コ
の
カ
ギ

➡
タ
テ
の
カ
ギ

①

─
造
っ
て
魂
入
れ
ず

③
ニ
ワ
ト
リ
の
頭
に
つ
い
て

い
ま
す

⑥
エ
ッ
ク
ス
の
次
で
す

⑦
赤
の
広
場
や
ク
レ
ム
リ
ン

が
あ
り
ま
す

⑧
卒
業
証
書
の

─
は
筒
よ

り
フ
ァ
イ
ル
が
主
流
に
な

り
ま
し
た

⑩
脚
本
に
書
か
れ
て
い
る
セ

リ
フ
以
外
の
文
章

⑭
地
球
を
暖
め
る
天
体

⑯
祭
り
の
お
吸
い
物
に
つ
き

も
の
の
貝

⑱
祭
り
に
飾
る
花

⑲
春
の
景
色
が
ぼ
ん
や
り
と

し
て
見
え
る
原
因

⑳
細
川
た
か
し
の
ヒ
ッ
ト
曲

「

─
の
渡
し
」

Ｊ
Ａ
全
中
・
Ｊ
Ａ
ま
ち
づ
く
り
情
報
セ
ン
タ
ー

顧
問
税
理
士
●
柴
原　

一

年
金
天
引
き（
特
別
徴
収
）の
社
会
保
険
料

知
っ
て
納
得
！ 

税
金
講
座

ANSW
ER

▼
応
募
方
法
＝
官
製
ハ
ガ
キ

に
【
①
答
え 

②
住
所 

③
氏
名

（
ふ
り
が
な
） 

④
年
齢 

⑤
職
業 

⑥
電
話
番
号 

⑦
Ｊ
Ａ
へ
の
ご

意
見
・
本
誌
へ
の
感
想
】
を

ご
記
入
の
う
え
、
〒
３
７
０
¦

０
０
８
４　

群
馬
県
高
崎
市
菊

地
町
５
５
６
¦
１　

Ｊ
Ａ
は
ぐ

く
み
総
務
企
画
課
「
ク
ロ
ス

ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
」
係　

ま
で
お

送
り
く
だ
さ
い
。

Ｅ
メ
ー
ル
：

k
ik

a
k

u
2

@
h

a
g

u
k

u
m

i.

ja
g

u
n

m
a

.n
e

t

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
０
２
７
¦
３
４
４
¦

１
５
７
９
で
も
受
付
け
ま
す
。

▼
締
切
り 

＝
４
月
21
日
㈪

当
選
者
は
５
月
号
で
発
表
し
ま
す
。

□
■
当
選
者
発
表
■
□

12
・
１
月
号
の
ク
イ
ズ
当
選
者

は
次
の
方
々
で
す
。
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
！
（
イ
ニ
シ
ャ

ル
＝
姓
・
名
）【
応
募
総
数
14
通
】

●
倉
渕
町
／
Ｍ
・
Ｏ
さ
ん
／

　

60
代

●
保
渡
田
町
／
Ｈ
・
Ｓ
さ
ん
／

　

60
代

●
北
原
町
／
Ｙ
・
Ｋ
さ
ん
／

　

50
代

12月・1月号の答え「ゲイシュン」
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「
親
に
ど
う
終
活
を
促
せ
ば
い
い
か
」

と
い
う
質
問
を
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
親
が
終
活
に
積
極
的
だ
と
、
今
後
の

介
護
や
相
続
に
備
え
た
対
策
が
取
り
や
す

い
で
す
。
し
か
し
、
そ
れ
ほ
ど
関
心
を
持

っ
て
い
な
い
親
に
対
し
て
介
護
や
死
後
の

話
題
を
切
り
出
す
の
は
「
親
の
機
嫌
を
損

ね
、関
係
性
が
悪
化
す
る
の
で
は
な
い
か
」

と
不
安
に
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

■ 

１
人
の
人
間
と
し
て
関
心
を
持
つ

残
念
な
が
ら
、
親
に
今
す
ぐ
終
活
を
始

め
て
も
ら
え
る
よ
う
な
、
魔
法
の
言
葉
は

あ
り
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
、
根
気
強
い
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

で
も
、安
心
し
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

終
活
の
話
題
は
深
刻
な
も
の
ば
か
り
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
例
え
ば
、
好
き
な
音
楽
の

ジ
ャ
ン
ル
、
趣
味
、
交
流
関
係
、
好
物
、

思
い
出
の
場
所
な
ど
、
親
の
人
と
な
り
や

こ
れ
ま
で
の
人
生
に
つ
い
て
話
を
聞
く
こ

と
も
終
活
に
つ
な
が
り
ま
す
。

私
自
身
、
母
が
病
で
倒
れ
て
意
識
不
明

に
な
っ
た
際
、「
も
し
も
の
と
き
に
、
ど

こ
ま
で
治
療
す
る
か
」
と
医
師
に
尋
ね
ら

れ
、「
母
が
本
当
に
望
ん
で
い
る
こ
と
は

何
だ
ろ
う
？
」
と
悩
み
ま
し
た
。
そ
し
て

私
は
、
１
人
の
人
間
と
し
て
の
母
の
姿
を

そ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
知
ら
な
か
っ
た
こ
と

に
気
付
き
ま
し
た

■ �

気
軽
な
話
題
か
ら
人
と
な
り
を
知
っ

て
い
く

自
分
の
体
験
か
ら
、
私
は
「
終
活
の
話

を
切
り
出
す
前
に
、
ご
両
親
の
趣
味
や
友

人
関
係
に
つ
い
て
話
を
聞
く
こ
と
か
ら
始

め
て
み
ま
せ
ん
か
？
」
と
お
伝
え
し
て
い

ま
す
。
子
ど
も
の
頃
の
思
い
出
や
印
象
深

い
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
を
聞
く
こ
と
は
、
両

親
の
価
値
観
や
死
生
観
を
知
る
き
っ
か
け

に
な
る
だ
け
で
な
く
、
こ
れ
ま
で
見
た
こ

と
が
な
か
っ
た
親
の
一
面
を
知
り
、
心
の

距
離
が
縮
ま
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

終
活
の
目
的
は
、
相
続
や
老
後
の
資
金

問
題
を
解
決
す
る
こ
と
だ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
家
族
と
の
相
互
理
解
や
関
係
性
を

深
め
、
よ
り
充
実
し
た
生
活
を
送
る
こ
と

も
、
大
切
な
目
的
の
一
つ
で
す
。
終
活
の

話
題
を
切
り
出
せ
ず
に
迷
っ
て
い
る
方

は
、
ま
ず
は
趣
味
や
交
友
関
係
の
話
題
か

ら
対
話
を
始
め
て
み
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

子
の
自
分
が
先
に
終
活
に
取
り
組
み
、
そ

の
体
験
を
共
有
す
る
の
も
い
い
で
す
ね
。

介
護
者
メ
ン
タ
ル
ケ
ア
協
会
代
表
●
橋
中　

今
日
子

介
護
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク

✿ご相談・お問合せは　JAはぐくみ福祉課　☎０２７－３５０－３３５５

介護サービスだより
JAはぐくみ

介護サービスだより介護サービスだより介護サービスだより
JAはぐくみJAはぐくみJAはぐくみ デイサービス

デイサービスでは機能訓練でマシントレーニング（写真左）を行っております。（医師の了解が得ら
れた方のみ）下半身の筋力アップで健康な身体作りの支援をしています。暖かくなったら皆でお花見
に行きましょう！ 寒さに負けずに１、２！ ３、４！
疲れた身体を癒すにはお風呂が最適！ 車いすの方でも入れるお風呂（写真右）もあります。職員が

一人付き添いますので安心です。興味がある方は見学・お試しもできますのでご連絡をください！☆

心も身体もリフレッシュ!! 春はもうすぐそこだ！心も身体もリフレッシュ!! 春はもうすぐそこだ！

親
の
介
護
と
終
活
に
備
え
る
た
め
に
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って    するＪＡ情報って    するＪＡ情報知 得

２
月
27
日
（
木
）
の
第
14
回
理
事
会
に

お
い
て
、次
の
議
案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

・
群
馬
県
常
例
検
査
指
摘
事
項
に
対
す
る

改
善
状
況
等
報
告
に
つ
い
て

・
令
和
７
年
度　

内
部
監
査
計
画
書
に
つ

い
て

・
令
和
７
年
度　

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
制
定
に
つ
い
て

・
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
対
す
る

当
組
合
の
対
応
方
針
の
新
設
に
つ
い
て

・
資
産
自
己
査
定
結
果
に
つ
い
て

・
令
和
７
年
度　

事
業
計
画
に
つ
い
て

・
固
定
資
産
減
損
会
計
に
お
け
る
資
産
の

グ
ル
ー
ピ
ン
グ
の
変
更
に
つ
い
て

・
令
和
７
年
度　

Ｊ
Ａ
は
ぐ
く
み
機
構
改

革
に
つ
い
て

・
出
資
金
減
資（
減
口
）の
承
認
に
つ
い
て

・
信
用
事
業
方
法
書
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

・
重
要
な
運
用
方
針
並
び
に
令
和
７
年
度

余
裕
金
運
用
方
針
に
つ
い
て

・
令
和
７
年
度　

信
用
供
与
等
限
度
額
の

設
定
と
貸
出
金
利
率
の
最
高
限
度
並
び

に
令
和
７
年
度　

借
入
金
の
最
高
限
度

額
の
設
定
に
つ
い
て

・
令
和
７
年
度　

不
良
債
権
の
処
理
方
針

に
つ
い
て

・
和
牛
子
牛
登
記
作
業
手
数
料
の
設
定
に

つ
い
て

理
事
会
だ
よ
り

第
14
回 

理
事
会

総合

令和７年度の地区別座談会を右
記日程で開催します。
令和７年度事業計画や令和６年

度末事業実績などを説明し、組合
員皆さまの意見や要望をお伺いし
ます。
また、支店統廃合に伴い一部会

場が昨年と異なりますのでご注意
ください。

対象地区 会　場 開　催　日　時
榛名地区 榛名支店 ４月 ７日(月) 午後６時
倉渕地区 倉渕支店 ４月 ８日(火) 午後６時
箕郷地区 東部営農センター ４月 ９日(水) 午後６時
群馬地区 群馬支店 ４月１０日(木) 午後６時
国府地区 群馬支店 ４月１１日(金) 午後６時

※いずれも午後５時30分より受付開始

令和７年度 地区別座談会のお知らせ

4 雇用開始時期 合格後要相談

☎ お問い合わせ ＪＡはぐくみ総務企画課（担当：清水） ☎027-344-1331
※就業時間など、詳しくはハローワークをご確認ください。
※応募された方の個人情報は、採用に関するご連絡や選考などの
　目的のみに使用します。
※臨時職員も同様に募集しております。

2 応募書類 ①履歴書（過去３カ月以内に撮影した写真を添付）

②卒業証明書

※本人が事前に電話連絡のうえ、
　上記書類をＪＡはぐくみ本店総務企画課へ持参。

高校・短大・大学を卒業及び35歳以下の者　若干名1 募集人員

3 選考方法 ◎面接試験　日時は決定次第通知します。
※合否については面接後郵送します。

ＪＡはぐくみ職員募集ＪＡはぐくみ職員募集のお知らせのお知らせ

15 JAはぐくみ



突然ですが、皆さんの住んでいる地域の2050年
の未来を想像して、絵を描いてみてください。どん

なものが描けま
したか？

人間は「こん
なことがあった
らいいな、でき
たらいいな」と
想像したことを
実現してしまう
というすごい力

を持っています。山に穴を開けてトンネルを造った
り、大地をアスファルトで敷き詰めた道路に車を走
らせたり、大きなビルを建てたり。他の生きものか
らしたら恐ろしい力を持っているともいえますね。

では次に、人間以外の生きものになった気持ちで
も想像して描いてみてください。例えば海と川を行
き来するウナギだったら、汚染されていない海や、
堰（せき・大きな段差）がなく上っていきやすい川、
泳いでいる途中で休憩できる場所もあるといいかも

しれませんね。
森のリスたちだったらどうでしょう？ リスが生

きていくためには、ソーラーパネルや食べる実が付
かない人工林よりも、ドングリがなる木が多い森が
うれしいのかな？

メダカだったら、もっと緩やかな流れの水路で田
んぼとつながってほしいと思うかも……など、いろ
いろと思い付きますね。

私は身近だったメダカが絶滅危惧種になったとい
うニュースを見て、環境問題に取り組み始めました。
その後、何度か未来図を描いてみましたが、今見返
すとさまざまな生きものたちも一緒に未来へ行きた
いのだと感じました。

落書きでも良いので、
大人も子どもも「生きも
の目線」が入った楽しい
未来の姿を思い描いてみ
て、ぜひ生きものたちの
ことを考えるきっかけに
してみてくださいね。

4
6 7
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●組合員数	 7,163人
　（うち准組合員	 3,464人）
●出資金	 10億4,918万円
●貯金総額	 519億3,537万円
●貸出金総額	 67億7,284万円
●長期共済保有額	 1536億7,852万円
●農産物販売総額	 28億4,826万円
●購買品供給総額	 13億8,998万円
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青果物受付の休日カレンダー

１月末現在

℡360-8080はるな葬祭センター（ふれあい倶楽部）

JAはぐくみ
葬祭センター

ゴ ク ヨ ー

0120-64-5940

の時は、おまかせ下さい。

●ＪＡ全農ぐんま

　病院からのお迎え・ご葬儀の準備・終了までご連絡いただければ、
速やかに手配・お手伝いさせていただきます。
　ご喪家の立場に立ってご予算に応じて厳粛なご葬儀が行えます。

事前相談
受 付 中

●株式会社プリエッセ ●有限会社えぼし葬祭

JA全農ぐんま
提携業者 ●櫻井式典有限会社

みんなの 田んぼソムリエになろう

生きもの目線で描く未来
田んぼソムリエ●林　鷹央

▲2050年の田んぼ未来図

▲�絶滅危惧種のニホンリス

田中善信顧問弁護士をお迎えして
法律全般についてご相談にお答えします。

無料法律相談

相談は予約制ですので、前日までに各支店窓口へお申し込み下さい。
当日は午後２時からの開始で、申込順に順次ご案内致します。

※中止の場合はホームページにてお知らせします。

開催日 会場

JAはぐくみ本店会議室

みなさんの
お悩みの
手 助 けに

4 17（木）

最終回


